
重
き
も
の
背
負
う
曾
孫
よ
入
学
の
今
日
は
お
ま
え
を

抱
き
し
め
て
や
る

高
橋
貞
雄

ド
ク
ダ
ミ
の
花
十
字
架
に
似
る
と
言
い
病
を
癒
す
十
薬

賛
美

池
永

孝

合
鴨
の
夢
は
ぐ
る
ぐ
る
こ
ゑ
立
て
て
河
内
天
見
の
植

田
育
つ
る

瓜
生
野

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
刷
り
込
ま
れ
た
る
擬
声
語
は
制
度
化
さ

れ
て
絡
ま
り
抜
け
ず

菅
原
正
義

街
中
の
狭
き
水
路
は
溢
れ
出
で
胸
ま
で
浸
か
り
避
難

を
急
ぐ

川
上
憲
一

お
ち
こ
ち
の
紙
上
に
知
辺
作
載
り
て
面
輪
知
ら
ぬ
も

懐
か
し
み
の

大
屋
弘
子

着
々
と
戦
争
準
備
進
行
中
ホ
ラ
あ
の
蔭
に
も
死
神
が

福
谷
美
智
子

か
た
つ
む
り
大
雨
降
っ
た
あ
く
る
朝
こ
こ
や
か
し
こ
に

１
０
０
匹
は
い
る

月
岡
秀
夫

届
き
た
る
Ｐ
Ｒ
誌
の
占
い
を
読
み
て
近
し
い
未
来
を
思

う

浅
野
真
弓

浜
寺
の
植
木
市
に
て
得
し
赤
い
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
今
年

も
真
っ
赤
に

松
田
晧
平

ハ
ル
カ
ス
で
３
０
年
ぶ
り
に
逢
い
て
積
も
る
話
に
箸
が

進
ま
ず

山
尾
邦
子

食
事
終
え
子
ど
も
の
頃
の
歌
う
た
い
老
い
の
夕
餉
の
楽

し
き
こ
と
よ

佐
々
木
有
馬

中
干
に
な
ら
な
い
梅
雨
の
長
雨
に
稗
草
ば
か
り
伸
び
て

は
び
こ
る

正
重
哲
美

薄
め
て
も
毒
性
変
わ
ら
ぬ
冷
却
水
未
来
永
劫
棄
つ
る

つ
も
り
か

宮
武
邦
夫

君
と
見
る
パ
ノ
ラ
マ
わ
が
街
新
世
界
微
か
に
あ
つ
き
風

吹
き
渡
る

鈴
木
晋
司

第235回府高退教「短歌を楽しむ会」（23・7・10） 府
立
の
工
業
高
校
は
、

一
九
年
前
の
工
科
改
編
で

一
二
校
か
ら
九
校
に
。
府

に
移
管
さ
れ
た
大
阪
市
立

の
工
業
高
校
も
二
校
減
へ
。

今
回
の
府
立
工
科
高
校
二

校
の
廃
校
と
合
わ
せ
て
大

き
な
削
減
で
あ
る
。

こ
の
間
、
大
阪
経
済
の

低
迷
が
顕
著
だ
が
、
そ
れ

は
基
盤
産
業
で
あ
る
製
造

業
の
衰
退
が
大
き
く
影
響

第238回「短歌を楽しむ会」は11月13日(月)午後２時、府教育会館な

なめ横ガット・ネロにて。11月6日(月)までに下記宛てに、いずれか

の方法でお送り下さい。作者名を明記して下さい。

〒590-0143 堺市新檜尾台３－３－１３－４０３ 外山安隆

tel・fax ０７２-２９９-７０６４

今
年
の
高
校
つ
ぶ
し
は

工
業
高
校
が
狙
わ
れ
る

荻
野
成
人
（
淀
川
工
科
）

し
、
首
都
圏
の
よ
う
に
そ

れ
を
補
う
産
業
分
野
の
成

長
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に

よ
る
。
大
阪
の
製
造
業
を

裾
野
で
支
え
る
の
が
中
小

零
細
企
業
で
、
こ
れ
ら
の

産
業
を
支
え
る
人
材
を
育

成
し
て
き
た
の
が
工
業
高

校
で
あ
る
。

製
造
業
の
衰
退
が
工
業

高
校
へ
の
志
願
者
減
少
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
、
そ
の
た
め
に
起

こ
っ
て
い
る
定
員
割
れ
を

理
由
に
工
業
高
校
を
減
ら

す
こ
と
は
、
製
造
業
の
衰

退
に
増
々
拍
車
を
か
け
、

大
阪
経
済
の
立
て
直
し
に

は
と
て
も
つ
な
が
ら
な
い

施
策
だ
と
思
わ
れ
る
。

卒
業
後
は
就
職
す
る
生

徒
が
多
い
工
業
高
校
は
地

域
経
済
を
支
え
る
存
在
で

あ
り
、
大
阪
府
下
各
地
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

と
く
に
今
回
廃
校
と
さ

れ
る
西
野
田
は
一
九
〇
七

(

明
治
四
〇)

年
創
立
、
大

阪
府
で
最
も
古
い
工
業
高

校
。
布
施
も
一
九
三
九(

昭

和
一
四)

年
に
航
空
工
業
と

し
て
創
立
さ
れ
た
、
戦
前

か
ら
の
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
学
校
だ
。
そ
れ
ら
を
廃

校
に
す
る
と
い
う
の
は
大

阪
の
工
業
教
育
の
意
義
を

否
定
す
る
よ
う
な
も
の
。

ま
た
、
工
業
高
校
は
も

の
づ
く
り
を
通
じ
て
人
と

し
て
の
成
長
を
育
む
、
教

育
の
原
点
と
も
い
う
べ
き

場
で
も
あ
る
。
も
の
を
作

り
上
げ
る
過
程
で
学
べ
る

創
造
性
や
協
調
性
、
達
成

感
も
味
わ
え
る
。
実
習
な

ど
の
少
人
数
指
導
も
生
徒

と
教
員
、
生
徒
間
で
密
な

関
わ
り
を
生
み
、
今
の
様

々
な
教
育
課
題
に
欠
か
せ

な
い
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
学

校
の
様
々
な
取
り
組
み
で

地
域
の
社
会
・
経
済
と
も

連
携
す
る
内
容
も
ふ
ん
だ

ん
に
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
教
育
的
価

値
の
あ
る
学
校
を
各
地
域

に
維
持
し
て
い
く
こ
と
に

背
を
向
け
る
教
育
委
員
会

の
姿
勢
を
残
念
に
思
う
。

こ
の
よ
う
な
工
業
の
学
校

を
減
ら
さ
ず
、
残
し
て
ほ

し
い
。

「大阪の高校を守る会」作成のチラシより

高
校
つ
ぶ
し
が
止
ま
ら
な
い
。
今
年
は
工
科
高
校
、

工
業
の
高
校
が
あ
げ
ら
れ
た
。
西
野
田
工
科
と
布
施
工

科
は
廃
校
に
。
城
東
工
科
は
布
施
工
科
と
統
合
し
て
改

編
。
大
阪
市
立
か
ら
府
に
移
管
さ
れ
て
統
合
が
決
ま
っ

て
い
た
三
つ
の
工
業
高
校
か
ら
生
野
工
業
の
募
集
停
止

が
先
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

署
名
の
お
願
い

先
月
の
通
信
に
大
阪
の

高
校
を
守
る
会
の
「
高
校

つ
ぶ
し
反
対
署
名
」
の
用

紙
と
封
筒
（
末
光
章
浩
宛
）

を
同
封
し
ま
し
た
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

署
名
用
紙
は
、
府
高
教
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

月
下
旬
に
集
約
し
ま

10
す
。
お
手
元
に
未
提
出
の

署
名
が
あ
れ
ば
、
末
光
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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Ｆ
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退
職
半
年
で
思
う

こ
と
な
ど

黒
田
恵
子
（
牧
野
）

再
任
用
満
了
で
退
職
し
て

半
年
経
ち
ま
す
。
最
近
の
教

育
現
場
の
急
激
な
変
化
に

「
つ
い
て
い
け
な
い
」
と
感

じ
な
が
ら
の
退
職
で
し
た
。

再
任
用
週
３
日
勤
務
を
選
ん

だ
５
年
前
が
、
ち
ょ
う
ど
大

き
な
変
化
の
始
ま
っ
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。

①
２
０
１
８
年
秋
、
普
通
教

室
す
べ
て
に
電
子
黒
板
導
入
。

導
入
は
職
場
に
よ
っ
て
時
期

が
違
い
ま
す
が
、
電
子
黒
板

使
用
が
授
業
の
当
然
の
前
提

に
な
り
ま
し
た
。
同
年
代
で

も
使
い
こ
な
す
方
も
多
い
な

か
、
今
さ
ら
電
子
黒
板
用
教

材
を
作
成
す
る
の
は
負
担
が

大
き
く
、
使
い
こ
な
せ
ず
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
府
立

高
校
生
徒
全
員
に
ク
ロ
ム
ブ
ッ

ク
（
パ
ソ
コ
ン
）
配
布
。
家

に
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ス
マ
ホ
と
連
動
さ
せ
て

宿
題
を
配
信
し
た
り
、
欠
席

生
徒
（
コ
ロ
ナ
を
怖
れ
て
自

宅
待
機
を
選
択
で
き
た
り
し

た
）
に
個
別
に
課
題
配
信
も

で
き
る
の
で
、
う
ま
く
使
え

ば
な
か
な
か
便
利
な
も
の
だ

と
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

使
い
こ
な
せ
ず
。

③
２
０
２
２
年
４
月
、
新
学

習
指
導
要
領
１
年
生
か
ら
開

始
。
成
績
を
「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
」
の
「
３
観
点
」
で

つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
定
期

考
査
で
は
「
知
識
技
能
」
問

題
な
の
か
「
思
考
判
断
表
現
」

問
題
な
の
か
を
明
示
し
て
出

題
せ
よ
と
の
お
達
し
。
先
生

方
は
考
査
と
平
常
点
で
３
観

点
別
に
点
数
を
出
し
、
足
し

て
３
で
割
る
と
い
う
計
算
を

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
変

で
す
。
私
は
１
年
生
の
授
業

を
持
た
な
か
っ
た
の
で
こ
の

騒
ぎ
に
直
接
巻
き
込
ま
れ
ず

に
退
職
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
２
年
生
ま
で
、
来

年
度
は
３
学
年
す
べ
て
が
こ

の
方
式
に
な
り
、
「
教
師
の

働
き
方
改
革
」
の
掛
け
声
に

も
ハ
ナ
か
ら
逆
行
し
て
い
ま

す
。

④
さ
ら
に
、
十
数
年
前
に
導

入
さ
れ
た
「
評
価
育
成
シ
ス

テ
ム
」
の
弊
害
。
目
標
設
定
、

到
達
度
申
告
、
校
長
の
評
価
、

と
い
う
年
間
の
流
れ
の
な
か
、

若
い
方
は
教
師
に
な
っ
た
時

か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と

で
働
き
給
与
に
も
影
響
す
る

の
で
、
真
剣
に
悩
ん
だ
り
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
し
ん
ど
い
状
況

な
の
に
、
組
合

加
入
率
は
下
が

り
、
で
も
「
組

合
は
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
て
る
」

と
い
う
、
期
待

の
よ
う
な
も
の

は
漠
然
と
あ
り

ま
し
た
。
「
分

会
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ

う
に
心
が
け
、
個
人
的

に
悩
み
な
ど
相
談
し
て

こ
ら
れ
る
方
も
い
て
、

少
し
は
力
に
な
れ
た
か

な
と
振
り
返
っ
て
い
ま

す
。

「
反
戦
友
」
（
替
え
歌
）

寺
西
文
夫
（
長
野
）

こ
こ
は
お
国
を
何
百
里

離
れ
て
遠
き
台
湾
の

有
事
、
有
事
と
煽
ら
れ
て

南
西
諸
島
は
軍
の
下

思
え
ば
か
な
し
昨
日
ま
で

真
先
か
け
て
軍
拡
し

民
を
散
々
懲
ら
し
た
る

平
和
は
こ
こ
に
眠
れ
る
か

府高退教通信 NO.265 2023年10月20日
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当
面
の
日
程

【
11
月
】

11
月
３
日(

金
・
祝)

13:

45

「
輝
け
！
憲
法

平
和
と

い
の
ち
と
人
権
を
」

11
・
３
お
お
さ
か
総
が
か
り

集
会

扇
町
公
園

11
月
６
日
（
月
）
13:

00

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

11
月
10
日
（
金
）

高
校
つ
ぶ
し
反
対
署
名
提
出

（
時
間
・
場
所
は
追
っ
て
連
絡
）

11
月
13
日
（
月
）
14:
00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

11
月
17(

金)

12:

00

憲
法
宣
伝
上
六
交
差
点

11
月
17(

金)

13:

00

第
340
回
府
高
退
教
幹
事
会

府
教
育
会
館
705

11
月
17(

金)

15:

00

退
教
セ
ミ
ナ
ー
705

11
月
19(

日)

13
時:

00

九
条
の
会
・
お
お
さ
か

講
演
会

エ
ル
お
お
さ
か

「
南
ホ
ー
ル
」

11
月
24
日
（
金
）
10:

00

秋
の
散
策

宇
治
方
面

11
月
24
日
（
金
）
14:

00

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

山岸 稔（桜塚定）

セミナーのご案内

日時：11月17日（金）15時00分

場所：大阪府教育会館7F「705号室」

テーマ：見てきましたよ！インドネシアの高校と高校生
報告者：畑山卓（和泉総合高校）

7ヶ月間、インドネシアの高校で日本語のALTとして働いて

きました。ビックリすることがたくさん。学ぶところが多い

インドネシアの高校と高校生の姿を報告します

秋の散策 山宣ゆかりの地と源氏物語宇治十帖史蹟巡り

～山本宣治の墓から三室戸寺を周り宇治の紅葉を楽しむ～

山本宣治が東京で宿泊していた旅館光榮館で右翼暴漢に殺害され

て９４年が経過しました。今回は宇治に残された山宣ゆかりの地を巡ります。

最初に、宇治駅から少し歩いた所にある料理旅館「花やしき浮舟園」へ。体が

弱かった山本宣治を育てるために宇治川畔に建てられた別荘でした。近くには

資料展示室もあり、歩いて１０分程の所に墓もあります。

次に、源氏物語五十四帖のなかで、第四十五帖「橋姫」から最終の「夢浮橋」

までの十帖は宇治の地を舞台に物語が展開し、この「宇治十帖」のゆかりの地

を巡ります。宇治駅に戻って豊臣秀吉が巨椋池に築いた太閤堤跡、浮舟宮跡を

見学します。

実施日：２０２３年１１月２４日（金）

集合：午前１０時 京阪宇治線宇治駅集合

解散：午後３時 京阪本線三室戸駅で解散

料金：三室戸寺５００円

散策コース

１．午前 京阪宇治線宇治駅→紫式部像、橋姫神社・橋姫古蹟、縣神社、

花屋敷山本宣治之墓、花やしき浮舟園、山本宣治資料展示室、宿り木之古蹟、

宇治十帖の像、宇治神社・早蕨の古蹟、宇治上神社・総角古蹟、蜻蛉の古蹟、

三室戸寺・浮舟之古蹟、ここで昼食

２．午後 三室戸寺→手習いの石碑、彼方神社・椎本古蹟、東屋の古蹟、

お茶と宇治のまち歴史公園、お茶と宇治のまち交流館 茶づな、宇治川太閤

堤跡、浮舟宮跡、菟道稚郎子尊 宇治墓、三室戸駅

持ち物：弁当、水筒、天候により雨具

その他：事前の申し込みは不要です。

天候が疑わしい場合には午前7時までに下記いずれかにお電話ください。

（小雨決行）寺西文夫 070-1457-2853 笹岡優光 090-3944-3733

三室戸寺
コロナ禍中、防衛費

過去最大に増大に！

米国に言いなりで

1隻3,590億円

2隻建造計画


